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４．ԣྖ・എ任の罪

എ೚の（�24）ࡑ

ア　「࢈ࡒ上のଛ害」

൑ྫ �����ฏܾ࠷
Ӧܦを受けていたԵۚ༥会社のࢿ໿に基ͮいて༥ܖ行から当座ିӽۜߕҊɿࣄ
がѱ化し、手形のܾࡁೳ力をܽく状ଶにあったとこΖ、Ե会社の୅表者ช
がۜߕ行ࢧళ௕とڞ๳して、Ե会社にࢿ力があるように૷い、さらにۜߕ
行からの༥ࢿを受けようとاて、Ե会社のৼり出した໿ଋ手形にۜߕ行を
して手形อূをさせ、当該手形をֹ໘ֹۚでۚ༥ۀ者ஸに割りҾかせた上
で（割Ҿ手਺ྉは、別్Ե会社が४備した。）、その全ֹをԵ会社名義のߕ
ۜ行当座༬ۚޱ座に入ۚすることにより、当座ିӽ債຿の弁ࡁにॆてた。

要ࢫɿ「原判ܾによれば、一部の手形をআき、手形のอূとҾ׵えに、ֹ໘ۚ
ֹと同ֹのۚࢿが同社名義の同ۜ行当座༬ۚޱ座に入ۚされ、同ۜ行に対
する当座ିӽ債຿の弁ࡁにॆてられているが、ӈ入ۚは、ชとӈࢧళ௕と
の間の事前の合意に基ͮき、一時的にӈିӽ࢒高をݮগさせ、同社に債຿
の弁ࡁೳ力があることを示す֎観を作り出して、同ۜ行をしてҾき続き当
座צ定औҾをܧ続させ、ߋに同社への༥ࢿを行わせることなどを目的とし
て行われたものであり、現に、ชは、ӈࢧళ௕を通͡、当座ିӽしの方法
でҾき続き同社に対し多ֹの༥ࢿを行わせているというのである。ӈのよ
うな事実関係の下においては、ӈ入ۚにより当該手形のอূにݟ合うࡁܦ
的རӹが同ۜ行に確定的にؼଐしたものということはできず、同ۜ行が手
形อূ債຿をෛ担したことは、ӈのような入ۚを൐わないその༨の手形อ
ূの場合と同様、刑法24�৚にいうʰ࢈ࡒ上のଛ害ʱに当たる」。

Π　ࡑ਺（ࡑٗ࠮との関係）
എ೚ࡑはࡑٗ࠮にٵऩされる（大判ত��6�2�、最判ত2�����） t司R1-

16-ｱ

ĬĿ．อݥ会社の֎ަһが、ඃอݥ者について重大なපؾをӅすこと
によって、会社をٗ᠕してอܖݥ໿をక結させपટྉをࢧ෷わせ
た場合
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５．ᆝغ・隠匿の罪

ᾇ　ެ用文書ᆝ（��2）ࡑغ t司H27-18[予4]-3,R6-20[予13]-ｴ

「ެ຿所の用に供する文書ຢはి࣓的記࿥をᆝغ」すること

ア　「ެ຿所の用に供する」
その作成者がެ຿һであるか൱か、作成の目的がެ຿所のためであ
るか൱かなどにかかわりなく、現にެ຿所において使用に供され、ຢ
は使用の目的をもってอ؅されていること（最判ত���12�24）
ĬĿ．ِ଄文書（大判大��12�1�、大判ত11���2�）、ະ完成の文書（最
ܾত������）、อ存ظ限をܦ過した文書（大判明42����）、ҧ法なऔ
ௐべによって作成された供述࿥औ書（最判ত���6�24）も含む t司

H18-1-ｲ,H29-20[予13]-4,予R1-2-2/3

Π　「文書」
文ࣈຢはそれに୅わるべきՄ視的・Մ読的ූ号によってある程度Ӭ
続するように物体上に思想、意思ຢは観೦を表示したもの（文書ِ଄
（における「文書」と同義ࡑ
ĬĿ．ະ使用の選ڍ౤ථ用ࢴ（大判ত11���2�）ˠ「文書」に当たらな
い

΢　「ᆝغ」
文書等の効用を害する一切の行ҝ
ĬĿ．ҹࢴのണ཭（大判明44���1�）、文ݴのຣফ（大判大11�1�2�）、Ӆ
ಗ（大判ত��12�22）、վ͟ん（大判大1����24、ਆށ஍判平����1�）
Īĭ．৽たなূ明力を作り出せばِ଄（ม଄）になる

ᾈ　ࢲ用文書ᆝ（��2）ࡑغ
「権རຢは義຿に関する他ਓの文書ຢはి࣓的記࿥をᆝغ」するこ
と

ア　「権རຢは義຿に関する」
権རຢは義຿の存൱、得૕、มߋなどをূ明し得ること t予R1-2-4

Īĭ．ࢲ文書ِ଄ࡑにおいては、「権ར、義຿एしくは事実ূ明に関
する文書」（1��Ⅰ）
「ɣ事実ূ明に関する文書」等をᆝغした場合には、ث物ଛյ（261）ࡑ
が成立するにす͗ない
̀　「権རຢは義຿に関する」ことが٬体としての重要性を基ૅ付
ける（本ࡑの法定刑はث物ଛյࡑのそれよりも重い）

Π　「他ਓの」文書
他ਓ所有であればよく、名義はແ関係（ただし、262）

΢　「文書」
小切手などの有価ূ݊も本ࡑの٬体に含まれる（最ܾত44���1） t

予R1-2-5

Īĭ．ࢲ文書ِ଄ࡑにおける「文書」には有価ূ݊は含まれない
̀　別に有価ূِ݊଄ࡑが定められている
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